
ダンゴウオ
学 名：Eumicrotremus awae 
スズキ目　ダンゴウオ科 
分 布：青森～三重

志津川湾は、１年中ダンゴウオが観察できる 

　産まれたばかりのこどもです。 
もう立派な吸盤をもっていて、卵
から産まれてすぐに岩や海藻にくっ
つくことができます。とても珍しい海です。これまで謎だったダンゴ

ウオの生態研究が南三陸町で行われました。 
　春（4-6月）はダンゴウオたちの子育ての季
節。フジツボの殻の中で、オスが卵を世話しま
す。
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おなかの吸盤は、海の底で、
潮に流されないようにする
のに役立ちます。
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オスの背ビレ（　　  ）と
吸盤（　 　）はメスより
もずっと大きくなります。
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